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論文題名 
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内容要旨 

【目的】足関節捻挫後 Coper による足関節機能と運動特性が慢性足関節不安定症(Chronic 

Ankle Instability : CAI)へ進行するリスクや膝前十字靭帯(Anterior Cruciate Ligament : 

ACL)損傷となる可能性について検討することを目的とした。 

【方法】対象は本学所属の若年健常者 50名 100肢とし、そこから定められた包含基準を満

たす Coper 群 30 肢に対し健常群 34 肢を抽出した。測定は、足関節筋力と荷重位の下腿前

傾角度と 30cm台からの片脚着地動作中の下肢関節変化量を計測した。計測機器には三次元

動作解析装置 VICON を用いた。統計学的解析は、対応のない t 検定、Wilcoxon 検定を用い

て検討した。有意水準は 5％未満とした。 

【結果】Coper 群は健常群と比較し、片脚着地動作時の股関節内転変化量の増大(p=0.028)

と膝関節外反変化量の増大(p=0.023)を示した。その他の項目に関しては、有意差を認めら

れなかった。 

【考察】Coper群は健常群と異なる下肢関節の着地戦略を示すことが明らかとなった。Coper

群は、着地動作時の股関節内転変化量の増大を示すことから捻挫再発及び CAI 進行リスク

と関連があることが示唆された。また、膝関節外反変化量の増大を示すことから、ACL損傷

リスクを高める可能性が示唆された。 

 

 


